
(57)【要約】

【課題】本発明は、プログラム格納ＲＯＭに格納したプ

ログラムを各ＣＰＵに対して一度に送信して簡単に各Ｃ

ＰＵのプログラムの変更を行うことを目的とする。

【解決手段】本発明によるＣＰＵ駆動方法及びサーボモ

ータ駆動方法は、第１ＣＰＵ（１）がプログラム格納Ｒ

ＯＭ（２１）から所望のプログラム（２２）を読み出し

、ＣＰＵ間通信手段（２３）を介して他のＣＰＵ（３～

５）のプログラム格納手段（２４～２６）にプログラム

（２２）を一度に書き込み被制御体（６～８）を駆動す

る方法である。

【選択図】　　　　図１

JP 2004-227232 A 2004.8.12



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ Ｃ Ｐ Ｕ （ １ ） が 制 御 す る 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ （ ３ ～ ５ ） を 用 い て 被 制 御 体 （ ６ ～ ８ ） を 駆 動
す る よ う に し た Ｃ Ｐ Ｕ 駆 動 方 法 に お い て 、
前 記 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ （ １ ） が プ ロ グ ラ ム 格 納 Ｒ Ｏ Ｍ （ ２ １ ） か ら 所 望 の プ ロ グ ラ ム （ ２ ２ ） を
読 み 出 し 、 前 記 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ （ １ ） か ら Ｃ Ｐ Ｕ 間 通 信 手 段 （ ２ ３ ） に よ っ て 接 続 さ れ た 他 の
Ｃ Ｐ Ｕ （ ３ ～ ５ ） の プ ロ グ ラ ム 格 納 手 段 （ ２ ４ ～ ２ ６ ） に 対 し て 前 記 プ ロ グ ラ ム （ ２ ２ ）
を 送 信 し て 格 納 し 、 前 記 他 の Ｃ Ｐ Ｕ （ ３ ～ ５ ） が 前 記 プ ロ グ ラ ム （ ２ ２ ） に よ っ て 前 記 被
制 御 体 （ ６ ～ ８ ） を 駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｐ Ｕ 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 他 の Ｃ Ｐ Ｕ （ ３ ～ ５ ） は 、 ２ 個 以 上 用 い ら れ 、 各 Ｃ Ｐ Ｕ （ ３ ～ ５ ） は 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ 間 通
信 手 段 （ ２ ３ ） で 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ｃ Ｐ Ｕ 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
第 １ Ｃ Ｐ Ｕ （ １ ） が 制 御 す る 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ （ ３ ～ ５ ） を 用 い 、 前 記 各 Ｃ Ｐ Ｕ （ ３ ～ ５ ） に
各 々 接 続 さ れ た サ ー ボ モ ー タ （ ６ ～ ８ ） を 前 記 各 Ｃ Ｐ Ｕ （ ３ ～ ５ ） に よ っ て 駆 動 す る よ う
に し た サ ー ボ モ ー タ 駆 動 方 法 に お い て 、
前 記 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ （ １ ） が プ ロ グ ラ ム 格 納 Ｒ Ｏ Ｍ （ ２ １ ） か ら 所 望 の プ ロ グ ラ ム （ ２ ２ ） を
読 み 出 し 、 前 記 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ （ １ ） か ら Ｃ Ｐ Ｕ 間 通 信 手 段 （ ２ ３ ） に よ っ て 接 続 さ れ た 他 の
Ｃ Ｐ Ｕ （ ３ ～ ５ ） の プ ロ グ ラ ム 格 納 手 段 （ ２ ４ ～ ２ ６ ） に 対 し て 前 記 プ ロ グ ラ ム （ ２ ２ ）
を 送 信 し て 格 納 し 、 前 記 他 の Ｃ Ｐ Ｕ （ ３ ～ ５ ） が 前 記 プ ロ グ ラ ム （ ２ ２ ） に よ っ て 前 記 各
サ ー ボ モ ー タ （ ６ ～ ８ ） を 駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る サ ー ボ モ ー タ 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 他 の Ｃ Ｐ Ｕ （ ３ ～ ５ ） は 、 ２ 個 以 上 用 い ら れ 、 各 Ｃ Ｐ Ｕ （ ３ ～ ５ ） は 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ 間 通
信 手 段 （ ２ ３ ） で 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の サ ー ボ モ ー タ 駆 動 方 法
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 駆 動 方 法 及 び サ ー ボ モ ー タ 駆 動 方 法 に 関 し 、 特 に 、 プ ロ グ ラ ム を １ ケ 所
の プ ロ グ ラ ム 格 納 Ｒ Ｏ Ｍ に 格 納 し 、 電 源 投 入 時 に 各 Ｃ Ｐ Ｕ に 読 み 込 ま せ る こ と に よ り 、 各
Ｃ Ｐ Ｕ 毎 の プ ロ グ ラ ム 変 更 作 業 を 省 く こ と が で き る よ う に す る た め の 新 規 な 改 良 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 用 い ら れ て い た こ の 種 の Ｃ Ｐ Ｕ 駆 動 方 法 及 び サ ー ボ モ ー タ 駆 動 方 法 と し て は 、 例 え
ば 、 図 ３ の 構 成 が あ る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
す な わ ち 、 図 ３ に お い て 符 号 １ で 示 さ れ る も の は プ ロ グ ラ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ を 有 す る 第 １
Ｃ Ｐ Ｕ で あ り 、 こ の 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ １ に は 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ Ｃ Ｐ Ｕ ３ ～ ５ が 接 続 さ れ て い る 。
前 記 第 ２ ～ 第 ４ Ｃ Ｐ Ｕ ３ ～ ５ に は 各 々 サ ー ボ プ ロ グ ラ ム ３ ａ ～ ５ ａ が 設 け ら れ る と 共 に 、
第 １ ～ 第 ３ サ ー ボ モ ー タ ６ ～ ８ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
次 に 、 動 作 に つ い て 述 べ る 。 ま ず 、 第 ２ ～ 第 ４ Ｃ Ｐ Ｕ ３ ～ ５ の 各 サ ー ボ プ ロ グ ラ ム ３ ａ ～
５ ａ を 変 更 す る 場 合 、 第 ２ ～ 第 ４ Ｃ Ｐ Ｕ ３ ～ ５ の 各 サ ー ボ プ ロ グ ラ ム ３ ａ ～ ５ ａ を 個 別 に
書 換 え た 後 、 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ １ の プ ロ グ ラ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ に よ っ て 各 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ～ ５ の 各 サ ー
ボ プ ロ グ ラ ム ３ ａ ～ ５ ａ の プ ロ グ ラ ム を 制 御 し 、 各 サ ー ボ モ ー タ ６ ～ ８ の 動 作 を 個 別 に 制
御 し て 、 多 軸 制 御 等 を 行 っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
Ｈ Ｉ Ｔ Ａ Ｃ Ｈ Ｉ 　 Ｈ ８ ／ ３ ０ ６ ７ シ リ ー ズ ハ ー ド ウ ェ ア マ ニ ュ ア ル 　 （ 発 行 日 、 平 成 １ １
年 ２ 月 発 行 ）
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【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の Ｃ Ｐ Ｕ 駆 動 方 法 及 び サ ー ボ モ ー タ 駆 動 方 法 は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い た た め 、
次 の よ う な 課 題 が 存 在 し て い た 。
す な わ ち 、 各 Ｃ Ｐ Ｕ 毎 に プ ロ グ ラ ム 変 更 の 書 き 換 え を 行 っ て い る た め 、 例 え ば 、 多 軸 制 御
の 各 サ ー ボ モ ー タ の プ ロ グ ラ ム を 同 一 に 変 更 す る 場 合 に は 、 各 Ｃ Ｐ Ｕ 毎 に プ ロ グ ラ ム の 書
き 換 え を し な け れ ば な ら ず 、 Ｃ Ｐ Ｕ の 数 だ け の 書 き 込 み 作 業 と な り 、 そ の 作 業 に は 多 大 の
コ ス ト と 時 間 を 要 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 特 に 、 プ ロ グ ラ ム を １ ケ
所 の プ ロ グ ラ ム 格 納 Ｒ Ｏ Ｍ に 格 納 し 、 電 源 投 入 時 に 各 Ｃ Ｐ Ｕ に 読 み 込 ま せ る こ と に よ り 、
各 Ｃ Ｐ Ｕ 毎 の プ ロ グ ラ ム 変 更 作 業 を 省 く こ と が で き る よ う に し た Ｃ Ｐ Ｕ 駆 動 方 法 及 び サ ー
ボ モ ー タ 駆 動 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に よ る Ｃ Ｐ Ｕ 駆 動 方 法 は 、 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ が 制 御 す る 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ を 用 い て 被 制 御 体 を
駆 動 す る よ う に し た Ｃ Ｐ Ｕ 駆 動 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ が プ ロ グ ラ ム 格 納 Ｒ Ｏ Ｍ か
ら 所 望 の プ ロ グ ラ ム を 読 み 出 し 、 前 記 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ か ら Ｃ Ｐ Ｕ 間 通 信 手 段 に よ っ て 接 続 さ れ
た 他 の Ｃ Ｐ Ｕ の プ ロ グ ラ ム 格 納 手 段 に 対 し て 前 記 プ ロ グ ラ ム を 送 信 し て 格 納 し 、 前 記 他 の
Ｃ Ｐ Ｕ が 前 記 プ ロ グ ラ ム に よ っ て 前 記 被 制 御 体 を 駆 動 す る 方 法 で あ り 、 ま た 、 前 記 他 の Ｃ
Ｐ Ｕ は 、 ２ 個 以 上 用 い ら れ 、 各 Ｃ Ｐ Ｕ は 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ 間 通 信 手 段 で 接 続 さ れ て い る 方 法 で あ
り 、 ま た 、 本 発 明 に よ る サ ー ボ モ ー タ 駆 動 本 発 明 は 、 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ が 制 御 す る 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ
を 用 い 、 前 記 各 Ｃ Ｐ Ｕ に 各 々 接 続 さ れ た サ ー ボ モ ー タ を 前 記 各 Ｃ Ｐ Ｕ に よ っ て 駆 動 す る よ
う に し た サ ー ボ モ ー タ 駆 動 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ が プ ロ グ ラ ム 格 納 Ｒ Ｏ Ｍ か ら 所
望 の プ ロ グ ラ ム を 読 み 出 し 、 前 記 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ か ら Ｃ Ｐ Ｕ 間 通 信 手 段 に よ っ て 接 続 さ れ た 他
の Ｃ Ｐ Ｕ の プ ロ グ ラ ム 格 納 手 段 に 対 し て 前 記 プ ロ グ ラ ム を 送 信 し て 格 納 し 、 前 記 他 の Ｃ Ｐ
Ｕ が 前 記 プ ロ グ ラ ム に よ っ て 前 記 各 サ ー ボ モ ー タ を 駆 動 す る 方 法 で あ り 、 ま た 、 前 記 他 の
Ｃ Ｐ Ｕ は 、 ２ 個 以 上 用 い ら れ 、 各 Ｃ Ｐ Ｕ は 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ 間 通 信 手 段 で 接 続 さ れ て い る 方 法 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 と 共 に 本 発 明 に よ る Ｃ Ｐ Ｕ 駆 動 方 法 及 び サ ー ボ モ ー タ 駆 動 方 法 の 好 適 な 実 施 の
形 態 に つ い て 説 明 す る 。 尚 、 従 来 例 と 同 一 又 は 同 等 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
図 １ に お い て 符 号 １ で 示 さ れ る も の は 、 プ ロ グ ラ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ を 有 す る 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ で
あ り 、 こ の 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ １ に は 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ Ｃ Ｐ Ｕ ３ ～ ５ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ １ に は 、 プ ロ グ ラ ム 読 出 手 段 ２ ０ を 介 し て プ ロ グ ラ ム 格 納 Ｒ Ｏ Ｍ ２ １ が 接
続 さ れ 、 こ の プ ロ グ ラ ム 格 納 Ｒ Ｏ Ｍ ２ １ に は 各 種 の ソ フ ト ウ ェ ア か ら な る 複 数 の プ ロ グ ラ
ム ２ ２ す な わ ち サ ー ボ プ ロ グ ラ ム が 格 納 さ れ て い る 。
前 記 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ １ に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 間 通 信 手 段 ２ ３ を 介 し て 第 ２ ～ 第 ４ Ｃ Ｐ Ｕ ３ ～ ５ が 接 続 さ
れ 、 各 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ～ ５ に は 被 制 御 体 で あ る 第 １ ～ 第 ３ サ ー ボ モ ー タ ６ ～ ８ が 接 続 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 各 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ～ ５ に は 、 プ ロ グ ラ ム 格 納 手 段 ２ ４ ～ ２ ６ が 設 け ら れ 、 各 プ ロ グ ラ ム 格 納
手 段 ２ ４ ～ ２ ６ に は 前 記 プ ロ グ ラ ム ２ ２ が 格 納 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
尚 、 前 記 プ ロ グ ラ ム ２ ２ は サ ー ボ モ ー タ ６ ～ ８ を 駆 動 制 御 す る 場 合 は サ ー ボ プ ロ グ ラ ム で
あ る が 、 サ ー ボ モ ー タ ６ ～ ８ 以 外 の 他 の 動 作 体 を 駆 動 す る 場 合 は 、 他 の プ ロ グ ラ ム で あ り
、 こ こ で は サ ー ボ プ ロ グ ラ ム を 含 め て プ ロ グ ラ ム と 称 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 述 の 構 成 に お い て 、 実 際 に 各 サ ー ボ モ ー タ ６ ～ ８ の 駆 動 制 御 を 行 う 場 合 、 ま ず 、 図 １ の
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状 態 で 所 定 の プ ロ グ ラ ム ２ ２ に 基 づ い て 各 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ～ ５ が 各 サ ー ボ モ ー タ ６ ～ ８ を 駆 動 し
た 後 、 各 サ ー ボ モ ー タ ６ ～ ８ の 駆 動 制 御 を 変 更 、 す な わ ち 、 プ ロ グ ラ ム 変 更 を 行 う 場 合 、
第 １ Ｃ Ｐ Ｕ １ の プ ロ グ ラ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ が 作 動 す る と プ ロ グ ラ ム 読 出 手 段 ２ ０ を 介 し て
各 プ ロ グ ラ ム ２ ２ の 中 の 所 望 の プ ロ グ ラ ム ２ ２ が 読 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 読 出 さ れ た プ ロ グ ラ ム ２ ２ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 間 通 信 手 段 ２ ３ を 介 し て 各 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ～ ５ の 各 プ
ロ グ ラ ム 格 納 手 段 ２ ４ 内 に 一 度 に 格 納 さ れ 、 新 し い プ ロ グ ラ ム に 書 換 え が 行 わ れ る 。 尚 、
電 源 投 入 時 に 各 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ～ ５ が 変 更 後 の プ ロ グ ラ ム ２ ２ を 読 込 ん で 各 モ ー タ ６ ～ ８ の 動 作
を 行 う 。
こ の 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ～ ５ の 数 は 、 任 意 の 数 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ る Ｃ Ｐ Ｕ 駆 動 方 法 及 び サ ー ボ モ ー タ 駆 動 方 法 は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る
た め 、 次 の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
す な わ ち 、 プ ロ グ ラ ム 格 納 Ｒ Ｏ Ｍ に 格 納 さ れ た 各 プ ロ グ ラ ム の 中 の 何 れ か を 読 出 手 段 で 読
出 し て Ｃ Ｐ Ｕ 間 通 信 手 段 で 各 Ｃ Ｐ Ｕ の プ ロ グ ラ ム 格 納 手 段 に 一 度 に 送 り 込 む こ と が で き 、
従 来 の よ う な 各 Ｃ Ｐ Ｕ 毎 の プ ロ グ ラ ム の 書 換 え を 行 う 必 要 が な く 、 プ ロ グ ラ ム 書 換 え の 作
業 を 極 め て 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る Ｃ Ｐ Ｕ 駆 動 方 法 及 び サ ー ボ モ ー タ 駆 動 方 法 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 １ の 動 作 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 方 法 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ
３ ～ ５ 　 　 第 ２ ～ 第 ４ Ｃ Ｐ Ｕ
６ ～ ８ 　 　 第 １ ～ 第 ３ サ ー ボ モ ー タ （ 被 制 御 体 ）
２ ０ 　 　 プ ロ グ ラ ム 読 出 手 段
２ １ 　 　 プ ロ グ ラ ム 格 納 Ｒ Ｏ Ｍ
２ ２ 　 　 プ ロ グ ラ ム （ サ ー ボ プ ロ グ ラ ム ）
２ ３ 　 　 Ｃ Ｐ Ｕ 間 通 信 手 段
２ ４ ～ ２ ６ 　 　 プ ロ グ ラ ム 格 納 手 段
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